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＜川崎市子どもの権利に関する条例（子どもの権利条例）施行から２１周年＞

○成立までの経過

子どもの権利条例は、全国に初めて2000（平成12）年12月21日、市議会で成立し、2001（平成13）年４月１日から施

行されています。この子どもの権利条例は、多くの市民や子どもたちの声で作られました。「子どもの権利条例検討

連絡会議」と「子ども権利条例調査研究委員会」では、約２年間、２００回を超える会議や市民・子どもたちとの意見

交換を行って、条例の骨子案を市長に答申しました。市議会に提案した条例案は、この答申の趣旨を尊重してまと

めたものであり、まさに子どもたちの意見が反映された条例です。

○条例における願い

子どもの権利条例は、子どもの権利について子どもも大人も共通に理解しよう、そして子どもを一人の人間（権

利の主体）として尊重し、権利侵害から守り、自分らしく生きていくことを支えていこうという思いでつくられています。

そのため、この条例は、子どもの権利や理念をまとめた前半と、 子どもの生活の場に応じた権利保障のあり方や

具体的な保障の仕組みを定めた後半からできています。そして、子どもたちが生き生きと育ち、自分も他の人も大

切にできる思いやりのある心あふれる、かわさきを目指しています。

○大切な七つの子どもの権利

① 安心して生きる権利 ② ありのままの自分でいる権利

③ 自分を守り、守られる権利 ④ 自分を豊かにし、力づけられる権利

⑤ 自分で決める権利 ⑥ 参加する権利

⑦ 個別の必要に応じて支援を受ける権利

課題として

施行から２０年が経過する中で「子どもの権利条例」を知らない市民が増えているという統計結果が出ていま

す。報道では、子どもたちをめぐる痛ましい事件も後を絶ちません。また、コロナ禍において「子どもの貧困」や「ヤ

ングケアラー」などが表出しており、社会から取り残されている子どもたちの存在が危惧されます。一方で、NPO

が中心となって「子ども食堂」や「寺子屋」などの取組も増えつつあります。市民への周知と、教育と行政・福祉と

の有効な連携が望まれています。
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＜生田緑地の里山を散策＞

ホタルの里入口から戸隠不動跡、自然探勝路、野鳥の森コースを歩きまし

た。道端や斜面に様々な種類の「すみれ」が咲いています。すみれは、木々の

芽吹きに先駆け花を咲かせます。早春の陽光を一杯に浴びて、木々が活動

を始める前に一生の設計を完了しようとする下草の知恵です。その意味で、

すみれは住む場所によって姿かたちを変え花の開く時期も微妙にずらしてい

るそうです。一方現在、生田緑地は、新しい公園像が模索されていたり、「ナラ

枯れ」現象の広がりなどの課題にも直面しています。子どもたちの自然観察

の場にもなっており、保存や環境整備を皆で考えていく必要があります。
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